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日本人の主食である穀物、特に大麦と全粒小麦の摂取意義を検証にするために、これら穀

物に含まれる食物繊維がヒトの肥満関連指標に及ぼす影響を明らかにし、次いで動物実験に

よりそのメカニズムを明らかにする一連の研究を行ってきた。 

(1)食後血糖値の上昇抑制作用 

大麦ご飯の配合により GI（Glycemic Index）を低減することができることを検証した（論文

7）。次に、小麦全粒粉パンにおいても小麦粉パンよりも GI が低くなることを検証した。 

(2)満腹感の持続作用 

大麦配合食品を朝食に食べることで次の食事の食欲や摂取カロリーが抑制されることを日本

人で明らかにした（論文 4）。 

(3)内臓脂肪蓄積抑制作用 

大麦ご飯の摂取により内臓脂肪面積が 100cm2 以上の被験者の内臓脂肪面積が低下するこ

とを見出した。大麦の摂取はメタボリックシンドローム改善に有効であると結論付けた(論文

9)。次に、小麦全粒粉配合パン摂取においても、類似の作用を明らかにした（論文 8）。 

(4)腸内環境改善作用 

小麦フスマ及び大麦の摂取は、日本人の腸内の酪酸産生菌を増加させて酪酸産生を増加さ

せ、有害物質の産生を抑制することを見出した（論文 6）。 

(5)大麦の基礎研究 

大麦粉あるいはβ-グルカン抽出物を用いて、肥満関連指標に及ぼす影響についてマウスや

ラットを用いた基礎研究を行い、以下の知見を得た。 

①大麦の場合は、全粒粉でも、搗精粉（外皮を削った粉）でもβグルカン量はほとんど変わら

ず、肥満関連指標改善効果も変わらないことを証明した（論文 10）。 

②高分子と低分子のβグルカンはいずれも肥満関連指標改善効果を示したが、前者は粘性

による吸収抑制作用が、後者は腸内発酵による短鎖脂肪酸の作用が主体であることが示され

た（論文 2）。 

③大麦粉を摂取したマウスの肝臓と脂肪組織のマイクロアレイ解析の結果より、発酵による短

鎖脂肪酸の増加は肝臓の脂肪合成遺伝子の発現を抑制し、脂肪組織のホルモン感受性リパ

ーゼの遺伝子の発現を亢進することが見出され、肥満関連指標の改善効果における遺伝子レ

ベルの変動を証明した（論文 3）。 

④大麦粉の長期摂取による耐糖能改善効果は、腸内発酵による短鎖脂肪酸の産生増加が小

腸の L 細胞数を増やし、GLP-1 分泌を増やしたことが要因の一つとなっていることを証明し

た（論文 1）。また、大麦摂取による腸内細菌叢の変動と短鎖脂肪酸の増加を確認した（論文

5） 

 

３．報文等リスト 
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24. 中島一郎，青江誠一郎，高田幸宏，加藤健. 牛乳カルシウムの生体利用性および骨代謝に及
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26. 青江誠一郎. 米ぬか食物繊維の機能性について. 日本醸造協会誌, 89:48-52 (1994). 

27. 青江誠一郎. 米ぬか中に含まれる水溶性食物繊維 腸内代謝を介したヘミセルロースＢ画分
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（3） 過去 5 年間の本学会での活動状況 

2019 年 第 73 回大会 シンポジウム 「ホールグレインフーズ 化学・栄養・臨床研究」 シンポジスト 

2019 年 第 73 回大会 ランチョンセミナー 「ホールグレインフーズの機能性研究の最前線－見えて

きた BARLEYmax の特性－」 演者 

 

学会役員・各種委員など 

2011 年～現在 代議員 

2017 年～現在 JNSV 編集委員 

 

（４） 特記事項 

2007 年日本栄養改善学会・学会賞受賞 「麦類に含まれる食物繊維の栄養生理学的研究」 

2008 年日本酪農科学会・学会賞受賞 「乳由来カルシウム及び乳塩基性タンパク質の栄養生理作用

に関する研究」 

2010 年日本食物繊維学会・学会賞受賞 「大麦の摂取がメタボリックシンドローム関連指標に及ぼす

影響」 

 


